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 １． 法人の長によるメッセージ 

独立行政法人日本芸術文化振興会は、昭和41年に我が国古来の伝統芸能の保存及び振興を目的とする

特殊法人国立劇場として設立されました。以来、半世紀を超えてその役割を遂行いたしております。 

平成元年及び平成２年の法律改正により、法人の目的に、現代舞台芸術の振興及び普及並びに文化芸

術活動に対する援助の二つが加わり、当振興会は、我が国における文化芸術振興全体の中核的拠点とし

ての使命を帯びるようになりました。平成15年には独立行政法人に移行し、５年毎に設定される中期目

標、中期計画に基づき事業を行っております。 

文化芸術活動に対する公的支援の意義は、社会的費用から社会的必要性に基づく戦略的な投資へと

人々の捉え方が変化しています。当振興会は、芸術家及び芸術団体が行う文化芸術活動に対する助成金

の交付等の支援を通じて、人々が文化芸術に親しみ、自らの手で新しい文化を創造していく環境の醸成

と、我が国の芸術水準の向上に一層の努力を重ねてまいります。 

また、平成31年４月には日本博事務局を担うこととなりました。「日本博」は、日本の文化芸術の魅力

を国内外へ発信するプロジェクトとして、様々な美術展・舞台芸術公演、芸術祭等を日本全国で実施して

きました。令和５年４月からは、「日本博 2.0」として、大阪・関西万博に向けて、最高峰の文化資源を

磨き上げ、インバウンド需要に的確に応えるべく更なる展開を図っております。 

伝統芸能の伝承と創造の中核的拠点としての機能強化等を図るため、劇場施設の再整備を実施するこ

とに伴い、初代国立劇場及び初代国立演芸場は令和５年10月をもって閉場しました。閉場に当たっては、

初代国立劇場・国立演芸場さよなら公演及び記念事業を実施し、閉場後は引き続き代替施設において公

演を実施することとしております。 

また、伝統芸能の伝承者の養成及び現代舞台芸術の実演家等の研修について、伝統芸能の各分野の養

成事業を横断的に所管する機関として、令和５年４月に国立劇場伝統芸能伝承者養成所が発足しました。

令和５年11月からは国立オリンピック記念青少年総合センターに養成所を移転し、再整備期間中も継続

して養成事業を行ってまいります。 

さらに、伝統芸能の公開及び現代舞台芸術の公演の充実等に資するため、公演記録等の調査研究や資

料の収集等を行っております。得られた成果等を幅広く提供し、効果的に活用するため、昨今のグローバ

ル化及びデジタル化の進展という社会情勢を踏まえ、外部の関係機関と連携協力体制を構築しつつ、当

振興会が所蔵する公演映像等の各種資料のデジタルアーカイブ化を推進してまいります。 

社会情勢が急速に変化する中で、新たな課題に立ち向かう日々ですが、文化の伝承と創造、普及を通じ

て社会に貢献し続けることができるよう、取り組んでいく所存でございます。引き続きご支援を賜りま

すよう心よりお願い申し上げます。 

 

 

独立行政法人日本芸術文化振興会 

理事長 長谷川 眞理子 
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 ２． 法人の長の理念や運営上の方針・戦略等 
 

 （１） 運営基本理念 

独立行政法人日本芸術文化振興会（以下「振興会」という。）は、我が国の伝統芸能及び現代舞台芸術

の中核的拠点として、また、文化芸術活動に対する公的支援機関として、文化芸術の向上に寄与する重要

な役割を認識し、事業を推進していくことを理念としています。 

 

 （２） 運営方針 

振興会は、その果たすべき役割、国民のニーズを常に踏まえながら、文化芸術の向上に寄与します。 

 

 

 

 

国立劇場、国立演芸場及び伝統芸能情報館は再整備事業のため一旦閉館し、代替施設で主催公演を行

うなど、事業を継続しています。 

詳細につきましては、振興会ホームページをご覧ください。 

  

日本芸術文化振興会 

国立劇場     国立演芸場 

国立能楽堂    国立文楽劇場 

国立劇場おきなわ 新国立劇場 

伝統芸能情報館  舞台美術センター 

文化芸術活動に関する援助 

付帯する業務 劇場施設の貸与 

伝統芸能・現代舞台芸術に関

する調査研究、資料収集・活用 

伝統芸能伝承者の養成・ 

現代舞台芸術実演家の研修 

伝統芸能の公開・ 

現代舞台芸術の公演 
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 ３． 法人の目的、事業内容 
 

 （１） 法人の目的 

振興会は、芸術家及び芸術に関する団体が行う芸術の創造又は普及を図るための活動その他の文化の

振興又は普及を図るための活動に対する援助を行い、あわせて、我が国古来の伝統的な芸能の公開、伝承

者の養成、調査研究等を行い、その保存及び振興を図るとともに、我が国における現代の舞台芸術の公

演、実演家等の研修、調査研究等を行い、その振興及び普及を図り、もって芸術その他の文化の向上に寄

与することを目的としています。（独立行政法人日本芸術文化振興会法第３条） 

 （２） 事業内容 

１. 文化芸術活動に対する援助 

２. 伝統芸能の公開及び現代舞台芸術の公演 

３. 伝統芸能の伝承者の養成及び現代舞台芸術の実演家その他の関係者の研修 

４. 伝統芸能及び現代舞台芸術に関する調査研究の実施並びに資料の収集及び活用 

５. 劇場施設の貸与 

６. 日本博の運営・実施 

伝統芸能の公開 
歌舞伎「妹背山婦女庭訓〈第二部〉」（令和５年10月） 

現代舞台芸術の公演 
オペラ「シモン・ボッカネグラ」（令和５年11月） 

  

文楽人形研修 

バレエ研修所公演 
｢エトワールへの道程2024 ～新国立劇場バレエ研修所の成
果～｣（令和６年３月） 

  

展示公開 企画展「怪談物のつくりかた ─役者の芸と仕掛けの世界─」（令和５年４月～８月） 
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 ４． 政策体系における法人の位置付け及び役割（ミッション） 

令和５年度の文部科学省の政策体系は13の柱から構成されておりますが、振興会の各業務は以下の政

策体系の下に位置づけられております。 

文部科学省の政策体系 政策目標12. 文化芸術の振興 

 施策目標12-1. 文化芸術の創造・発展・継承と教育の充実 

 施策目標12-2. 文化芸術を通じた創造的で活力ある社会の実現 

 施策目標12-3. 文化芸術を通じた心豊かで多様性のある社会の実現 

 施策目標12-4. 文化芸術を推進するプラットフォームの形成 

独立行政法人日本芸術文化振興会の政策体系図 

 

 ５． 中期目標 
 

 （１） 概要 

第５期中期目標（令和５年４月１日～令和10年３月31日） 

振興会は、独立行政法人日本芸術文化振興会法（平成14年法律第163号）第３条にあるとおり、芸術

家及び芸術に関する団体が行う芸術の創造又は普及を図るための活動その他の文化の振興又は普及を図

るための活動に対する援助を行い、あわせて、我が国古来の伝統的な芸能（以下「伝統芸能」という。）

の公開、伝承者の養成、調査研究等を行い、その保存及び振興を図るとともに、我が国における現代の舞

台芸術（以下「現代舞台芸術」という。）の公演、実演家等の研修、調査研究等を行い、その振興及び普

及を図り、もって芸術その他の文化の向上に寄与することを目的としています。 

我が国の文化芸術振興の中核的拠点として、①文化芸術の豊かな広がりを実現すること、②我が国の

貴重な財産である伝統芸能を後世に伝えていくこと、③多彩で豊かな芸術の創造活動を活性化させるこ

と等の役割を果たすことが求められているところであり、その基盤の整備、活動の発展は我が国の文化

芸術の振興において不可欠です。 

 

詳細につきましては、第５期中期目標をご覧ください。  
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 （２） 一定の事業等のまとまりごとの目標 

振興会は、中期目標における一定の事業等のまとまりごとの区分に基づくセグメント情報を開示して

います。具体的な区分と概要は、以下のとおりです。 

一定の事業等のまとまり 

（セグメント区分） 
目標の概要 

１ 文化芸術活動に対する援助（助成事業） 

我が国の文化芸術振興の中核的拠点として、芸術の創造又は普及

を図るための活動、地域の文化の振興を目的として行う活動などに

対して多様な資金を活用した文化芸術活動に対する助成金の交付

及びこれらに関する情報提供などに積極的に取り組む。 

２ 伝統芸能の公開及び現代舞台芸術の公

演（公演事業） 

伝統芸能の保存振興及び現代舞台芸術の振興普及を図るため、幅

広く多くの人が鑑賞できるよう、伝統芸能の公開及び現代舞台芸術

の公演を行う。 

なお、国立劇場等の再整備期間中には、代替施設での公演により、

これまで国立劇場等が果たしてきた機能を継続する。 

また、ＩＣＴを活用した舞台映像の配信や快適な観劇環境の形成

等によって新たな観客層の開拓に努めるとともに、多言語による公

演や体験型プログラム等によって国内外の幅広い来訪者にその魅

力を分かりやすく紹介する。 

さらに、これらの取組を推進するに当たっては、企画内容や広報、

営業宣伝、ニーズの把握、関係団体との連携等について戦略的に取

り組む。 

３ 伝統芸能の伝承者の養成及び現代舞台

芸術の実演家その他の関係者の研修（養成

研修事業） 

伝統芸能の保存振興、現代舞台芸術の振興普及を図るため、伝統

芸能の伝承者の養成及び現代舞台芸術の実演家その他の関係者の

研修を長期的な視点に立ち効果的かつ効率的に実施する。 

なお、国立劇場等の再整備期間中には、代替施設において、これ

まで国立劇場等が果たしてきた機能を継続する。 

４ 伝統芸能及び現代舞台芸術に関する調

査研究の実施並びに資料の収集及び活用

（調査研究事業） 

伝統芸能の公開及び現代舞台芸術の公演の充実等に資するため、

調査研究並びに資料の収集及び活用を実施する。 

また、得られた成果等については、伝統芸能及び現代舞台芸術の

理解と促進を図るため、研究者・教育者、文化芸術関係組織・機関

等及び一般に幅広く提供するとともに、関係機関等と連携した取組

を進めるなど効果的に活用する。 

なお、国立劇場等の再整備期間中には、整備状況等を踏まえつつ、

これまで国立劇場等が果たしてきた機能を継続する。 
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 ６． 中期計画及び年度計画 

第５期中期計画（令和５年４月１日～令和 10 年３月 31 日）及び令和５年度の年度計画の内容と主な

指標等は次のとおりです。 

 

第５期中期計画と主な指標等 令和５年度計画と主な指標等 

○ 国立劇場、国立演芸場及び伝統芸能情報館（以下「国

立劇場等」という。）については、令和５年度をもっ

て閉館し、ＰＦＩ事業による再整備を着実に進める

とともに、「未来へつなぐ国立劇場プロジェクト」に

基づき、初代国立劇場さよなら公演及び記念事業や

再開場に向けた取組等を推進する。 

○ 伝統芸能の保存振興を図るために国立劇場等が実施

してきた事業は再整備期間中も継続して取り組む。 

○ 本年度をもって一旦閉館する国立劇場等の再開場後

の新たな国立劇場が目指すものとして掲げる「基本

理念」と「事業の実施プラン」を念頭に置いてさよな

ら公演・記念事業及び再整備期間中の事業を展開す

る「未来へつなぐ国立劇場プロジェクト」を推進す

る。 

○ 国立能楽堂開場 40 周年及び国立劇場おきなわ開場

20周年に関連した各種記念事業を実施する。 

Ⅰ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１ 文化芸術活動に対する援助 

○ 我が国の芸術水準を向上させていくため、多様な資

金を活用し、芸術家及び芸術団体等が実施する活動

に対し助成金を交付する。 

 

【主な指標】 

・公演等調査件数（前中期目標期間実績の維持） 

・ＰＤ・ＰＯによる芸術団体等への助言に対する満足度 

○ 芸術文化振興基金、文化芸術振興費補助金及びその

他外部資金による助成金の交付を行う。 

 

【主な指標】 

・公演等調査：550件（助成対象件数） 

 

２ 伝統芸能の公開及び現代舞台芸術の公演 

○ 伝統芸能の公開によるその適切な保存と振興、国際

的に比肩し得る高い水準の現代舞台芸術の振興と普

及を、継続的かつ安定的に実施していくため、伝統

芸能の公開及び現代舞台芸術の公演を行う。 

 

【主な指標】 

・分野毎の入場者数及び公演収支の改善等の状況（達成

目標は年度計画で設定） 

・公演数（達成目標は年度計画で設定） 

・【困難度：高】伝統芸能の公開において、復活・復曲・

新作の上演を実施した作品数（前中期目標期間実績の

維持） 

・青少年や社会人等を対象とした公演、外国人向け公演

の入場者数（達成目標は年度計画で設定） 

・オンライン動画配信の視聴数（達成目標は年度計画で

設定） 

・日本博採択事業の来場者満足度（採択時に設定した目

標値に達した事業の割合が３分の２以上） 

○ 伝統芸能及び現代舞台芸術の主催公演を実施する。 

○ 国立劇場・国立演芸場のさよなら公演及び閉場式を

実施する。 

○ 「日本博2.0」の事務局を運営し、委託型・補助型・

参画型の企画・実施、効果検証、戦略的なプロモーシ

ョン等を通じて、国内外の観光需要の回復や体験滞

在の満足度向上等による地方誘客を図る。 

 

【主な指標】 

・入場者数：伝統芸能377,240人、現代舞台芸術185,780

人 

・前中期目標期間実績からの公演収支の改善：伝統芸能

46%、現代舞台芸術3% 

・公演数：伝統芸能154公演、現代舞台芸術25公演 

・オンライン動画配信の視聴者数：伝統芸能48,000回、

現代舞台芸術15,000回 

・日本博採択事業の来場者満足度：採択時に設定した目

標値に達した事業の割合が３分の２以上 
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３ 伝統芸能の伝承者の養成及び現代舞台芸術の実演家その他の関係者の研修 

○ 伝統芸能の保存振興、現代舞台芸術の振興普及を図

るため、長期的な視点に立ち効果的かつ効率的に養

成・研修を実施する。 

 

【主な指標】 

・研修発表会の開催回数（達成目標は年度計画で設定） 

・既成者研修発表会の開催回数（達成目標は年度計画で

設定） 

○ 伝統芸能の伝承者の養成、現代舞台芸術の実演家そ

の他の関係者の研修を実施する。 

○ 歌舞伎俳優・歌舞伎音楽、大衆芸能、能楽、文楽の各

養成事業を実施する機関として養成所を設置する。 

 

【主な指標】 

・研修発表会の実施回数：伝統芸能8公演、現代舞台芸

術9公演 

・既成者研修発表会の実施回数：伝統芸能10公演 

４ 伝統芸能及び現代舞台芸術に関する調査研究の実施並びに資料の収集及び活用 

○ 伝統芸能の公開及び現代舞台芸術の公演の充実等に

資するため、調査研究並びに資料の収集及び活用を

行う。 

 

【主な指標】 

・展示公開の来場者数（達成目標は年度計画で設定） 

・文化デジタルライブラリーアクセス件数（前中期目標

期間実績以上） 

・舞台映像等の有料配信コンテンツ視聴者数（前中期目

標期間実績以上） 

○ 収集した資料等の展示公開や公演記録の作成のほ

か、ホームページで公開する資料の拡充、公演記録

映像の動画配信等を行う。 

 

【主な指標】 

・文化デジタルライブラリーアクセス件数：850,000件 

・展示公開の来場者数：伝統芸能101,767人、現代舞台

芸術2,600人 

・公開講座等の実施回数：伝統芸能21 回、現代舞台芸

術18回 

Ⅱ 業務運営の効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置 

○ 劇場利用者等へのサービスその他の業務の質の向上

を考慮しつつ、業務運営の効率化、組織体制の整備・

強化、給与水準の適正化、契約の適正化、共同調達等

の取組を行う。 

○ 業務運営の効率化、組織体制の整備・強化、給与水

準の適正化、契約の適正化、共同調達等の取組を行

う。 

Ⅲ 予算、収支計画及び資金計画 

○ 国民の鑑賞機会の確保と芸術活動の独創性等に十分

留意した上で、社会情勢に対応した事業展開におい

て、安定的な自己収入の確保を図る 

○ 保有財産の有効活用やクラウドファンディング等を

活用した外部資金の獲得など多様な財源確保に努

め、計画的な収支計画による運営を図る。 

○ 寄附金・補助金等の外部資金を積極的に獲得し、収

入の増加を図る。 

 

【主な指標】 

・自己収入額：3,209百万円 

Ⅳ その他業務運営に関する重要事項 

○ 内部統制の充実・強化、情報システムの整備・管理

及び情報セキュリティ対策、施設・設備に関する計

画に沿った整備、国立劇場再整備に関する事業、人

材確保・育成等の取組を推進する。 

○ 内部統制の充実・強化、情報システムの整備・管理

及び情報セキュリティ対策、施設・設備に関する計

画に沿った整備、国立劇場再整備に関する事業、人

材確保・育成等の取組を推進する。 

詳細につきましては、第５期中期計画、令和５年度計画をご覧ください。  
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 ７． 持続的に適正なサービスを提供するための源泉 
 

 （１） ガバナンスの状況 

 ① ガバナンスの体制  

ガバナンスの体制は以下のとおりです。業務の適正を確保するための体制（以下「内部統制システム」

という。）の整備に関しては、役員（監事を除く。）等を構成員とする内部統制委員会において審議してい

ます。 

 

 

詳細につきましては、業務方法書をご覧ください。 

 

 ② 公文書等の管理  

公文書等の管理に関する法律及び内規に基づいた適正な法人文書管理のため、各課における文書管理

担当者の任命、標準文書保存期間基準の設定及び見直し、文書管理状況の点検を実施しています。また、

文書の廃棄や文書の保存期間の延長について、法律及び内規に則した適切かつ慎重な実施がなされるよ

う周知徹底を行っています。 

 

詳細につきましては、業務実績報告書をご覧ください。 

  

内部統制委員会 

リスク管理委員会 

契約監視委員会 

情報セキュリティ委員会 

情報化推進委員会 

諮問・ 
答申等 

独立行政法人評価制度委員会 

内部通報窓口 

外部通報窓口 

諮問・答申 

役員会 

各部 

評議員会 

文部科学大臣 

任命 
目標等の指示等 任命 選任 

理事長 監事 会計監査人 
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 （２） 役員等の状況 （令和６年３月31 日現在） 

 ① 役員の氏名、役職、任期、担当及び経歴  

役員の定数は、独立行政法人日本芸術文化振興会法第７条により、理事長１名、監事２名、理事３名以

内とされています。理事長及び監事は文部科学大臣が任命し、理事は理事長が任命します。 

役 職 氏 名 任期 担当 経 歴 

理事長 長谷川 眞理子 

令和5年4月1日 

～ 

令和10年3月31日 

 

昭和58年 4 月 東京大学理学部助手 

平成 2 年 4 月 専修大学法学部助教授 

平成 8 年 4 月 専修大学法学部教授 

平成12年 4 月 早稲田大学政治経済学部教授 

平成18年 1 月 総合研究大学院大学葉山高等研究センター教授 

平成22年 4 月 総合研究大学院大学先導科学研究科教授 

平成23年 4 月 総合研究大学院大学先導科学研究科長 

平成26年 4 月 総合研究大学院大学理事・副学長 

平成29年 4 月 総合研究大学院大学長 

令和 5 年 4 月 (独)日本芸術文化振興会理事長 

理事長 

代理 

 

理事 

杉浦 久弘 

令和5年10月1日 

～ 

令和9年9月30日 

総務企画部 

財務企画部 

基金部 

新国立劇場・おきなわ部 

国立劇場再整備本部 

日本博事務局 

特命事項 

平成 元年 4 月 文部省採用 

平成20年 4 月 北海道教育委員会教育次長(総括) 

平成22年 4 月 文部科学省大臣官房総務課文部科学広報官 

平成23年 9 月 文部科学省スポーツ局競技スポーツ課長 

平成26年 2 月 
(公財)東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織

委員会事務次長 

平成28年 2 月 文部科学省大臣官房文教施設企画部施設企画課長 

平成28年 9 月 文化庁長官官房政策課長 

平成29年 4 月 (併)内閣官房内閣参事官 

平成30年10月 文化庁審議官(併)内閣官房内閣審議官 

令和 3 年 1 月 文化庁次長 

令和 5 年 8 月 文部科学戦略官文化戦略官 

令和 5 年 9 月 文部科学省退職(役員出向) 

令和 5 年10月 (独)日本芸術文化振興会理事 

理事 大木 晃弘※ 

令和5年10月1日 

～ 

令和9年9月30日 

国立劇場制作部 

国立劇場営業部 

国立劇場舞台技術部 

国立演芸場部 

国立能楽堂部(うち制作部門) 

昭和61年 4 月 国立劇場採用  

平成31年 4 月 
(独)日本芸術文化振興会日本博事務局主席チーム長(副

部長級) 

令和 2 年 6 月 (独)日本芸術文化振興会国立劇場制作部副部長 

令和 3 年 4 月 (独)日本芸術文化振興会国立劇場制作部長 

令和 5 年 9 月 (独)日本芸術文化振興会退職 

令和 5 年10月 (独)日本芸術文化振興会理事 

理事 切替 浩子※ 

令和5年10月1日 

～ 

令和9年9月30日 

国立劇場調査養成部 

国立能楽堂部(制作部門除く) 

国立文楽劇場部 

大阪・関西万博(含む海外公演) 

昭和58年 4 月 国立劇場採用 

令和 2 年 4 月 (独)日本芸術文化振興会総務企画部副部長 

令和 3 年 4 月 (独)日本芸術文化振興会国立劇場営業部長 

令和 5 年 9 月 (独)日本芸術文化振興会退職 

令和 5 年10月 (独)日本芸術文化振興会理事 
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監事 石山 恵一 

令和5年9月1日 

～ 

令和9事業年度財務

諸表承認日 

 

昭和63年 4 月 (株)三井銀行入行 

平成11年 4 月 (株)三井銀行審査第一部審査役 

平成13年 4 月 
(株)三井住友銀行(合併)法人審査第一部審査役、上席審

査役 

平成26年 4 月 (株)三井住友銀行法人審査第一部部付部長、上席推進役 

令和 5 年 8 月 (株)三井住友銀行退職 

令和 5 年 9 月 (独)日本芸術文化振興会監事 

監事 

(非常勤) 
藤川 裕紀子 

令和5年9月1日 

～ 

令和9事業年度財務

諸表承認日 

 

昭和63年10月 中央新光監査法人入所 

平成12年 7 月 藤川裕紀子公認会計士事務所所長(現在に至る) 

平成27年10月 (独)日本芸術文化振興会監事 

※氏名に○（退職公務員）又は※（独立行政法人等の退職者）のある役員については、「特殊法人等整理合理化計画（平

成13年12月19日閣議決定）」「公務員制度改革大綱（平成13年12月25日閣議決定）」に基づき公表するもので

す。 

 ② 会計監査人の氏名又は名称及び報酬  

会計監査人は、板橋共同会計事務所 公認会計士 眞岩秀行であり、当該会計監査人に対する、当事業年

度の当法人の監査証明業務に基づく報酬の額は、6百万円です。 

 （３） 職員の状況 

令和６年３月末現在の常勤職員数は390人（前年度末比±０人）であり、平均年齢は44歳です。国等

からの出向者は22人、公益財団法人からの出向者は２人、令和６年３月31日退職者は41人です。 

 （４） 重要な施設等の整備等の状況 

 ① 当事業年度に完成した主要な施設等  

《令和４年度補正予算繰越分》 

・国立文楽劇場空調設備等衛生施設改修工事 

・国立劇場おきなわ音響設備整備 

・新国立劇場電話交換機設備改修工事 

 ② 当事業年度継続中の主要な施設等の新設・拡充  

《令和５年度補正予算繰越分》 

・国立能楽堂能舞台照明設備改修工事 

・国立文楽劇場安全・老朽化対策工事 

・国立劇場おきなわ大劇場舞台機構設備整備第１期（吊物制御PC） 

・新国立劇場二酸化炭素消火設備容器弁交換工事 

・新国立劇場オペラ劇場舞台機構設備整備（上手トラッキングワゴン１及び３） 

 ③ 当事業年度に処分した主要な施設等  

・船橋第三職員宿舎、習志野職員宿舎（国庫納付） 
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 （５） 純資産の状況 

 ① 資本金の額及び出資者ごとの出資額（前事業年度末からのそれぞれの増減を含む）  

（単位：百万円） 

区分 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 

政府出資金 246,685 ― 132 246,553 

振興会の資本金は、令和６年３月末現在で 246,553 百万円となっており、これは独立行政法人日本芸

術文化振興会法第５条の規定に基づいて政府から振興会に出資されたもので、全額が政府出資金です。

なお、当期において、政府出資に係る不要財産（職員宿舎分）の国庫納付を行ったことにより、期末残高

が減少しました。 

 ② 目的積立金の申請状況、取崩内容等  

主に助成事業費に充てるため、前中期目標期間繰越積立金取崩額 466 百万円を当期に振り替えること

となりました。 

 （６） 財源の状況 

 ① 財源の内訳（運営費交付金、施設費、補助金、自己収入など）  

令和５年度の収入決算額は39,252百万円で、その内訳は以下のとおりです。 

  （単位：百万円） 

区分 金額 構成比率 

運営費交付金 11,798 30.1% 

雑収入 64 0.2% 

文化芸術振興費補助金 21,335 54.4% 

施設整備費補助金 244 0.6% 

文化資源活用事業費補助金 300 0.8% 

コンテンツ海外展開促進・基盤強化事業費補助金 44 0.1% 

基金運用収入 181 0.5% 

寄附金収入 399 1.0% 

その他の助成事業収入 3 0.0% 

公演等事業収入 3,020 7.7% 

公演受託事業収入 1,864 4.7% 

合計 39,252 100.0% 

※各金額は単位未満四捨五入のため、合計額と一致しない場合があります。 

 ② 自己収入に関する説明（自己収入の概要、収入先等に関する簡潔な説明など）  

振興会では、以下のとおり、事業による自己収入を得ています。 

・基金事業 基金運用収入による事業収入 181百万円 

・公演事業 劇場入場料等による事業収入 1,815百万円 

 劇場施設使用料等による事業収入 372百万円 

・受託事業 日本博受託事業収入による事業収入 1,830百万円 ほか 
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 （７） 社会及び環境への配慮等の状況 

 ① 社会貢献  

振興会では、青少年等への教育・普及に資する取組を行っています。 

・鑑賞教室や親子を対象とした公演（歌舞伎、文楽、大衆芸能、能楽、組踊等沖縄伝統芸能、オペラ、

バレエ）では、学校行事や親子での鑑賞体験を通じて、舞台芸術への理解促進に貢献しています。 

・舞台芸術教材等をインターネット上に公開している文化デジタルライブラリーは、全国の教育機関

等において活用され、舞台芸術の普及に貢献しています。 

 ② 環境への配慮  

令和５年11月に新国立劇場の「地球温暖化対策計画書」を東京都に提出。地球温暖化対策を推進する

ために、自らの温室効果ガスの排出量の把握に努め、東京都の削減目標に従い、組織一体で排出量の計画

的削減に努めました。 

令和６年２月に政府の実行計画に準じた「独立行政法人日本芸術文化振興会がその事務及び事業に関

し温室効果ガスの排出の削減等のため実行すべき措置について定める計画」を策定し、令和６年度から

は、この計画に基づき温室効果ガス削減に取り組むこととしています。 

また、各館において、観劇環境や業務に支障のない範囲で継続的に光熱水量の節減、廃棄物の減量、コ

ピー枚数削減を継続しています。 

 （８） 法人の強みや基盤を維持・創出していくための源泉 

 ① 文化芸術活動に対する援助  

・芸術家及び芸術に関する団体等が行う活動に対して芸術文化振興基金（以下「基金」という。）、文化

芸術振興費補助金（以下「補助金」という。）及びその他外部資金による助成金の交付等による支援

を行っています。 

《助成金の交付実績》 

区分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

基金による助成 
交付件数 599 件 443 件 466 件 431 件 463 件 

交付額 952 百万円 706 百万円 747 百万円 751 百万円 716 百万円 

補助金による 

助成 

交付件数 598 件 441 件 441 件 466 件 486 件 

交付額 6,578 百万円 5,227 百万円 5,709 百万円 6,104 百万円 15,665 百万円 

外部資金による 

助成 

交付件数 - - 60 件 - 5 件 

交付額 - - 61 百万円 - 162 百万円 

 

 ② 伝統芸能の公開及び現代舞台芸術の公演  

・伝統芸能の保存振興及び現代舞台芸術の振興普及の中核的拠点として、公演制作や舞台技術等の専

門人材を有し、伝統芸能の公開及び現代舞台芸術の公演を実施しています。また、伝統芸能分野にお

いては、上演の途絶えた演目や廃絶曲の上演及び新作の企画を実施し、演目の多様性を確保していま

す。 
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《公演数》 

分野 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

伝統芸能 169公演 123公演 157公演 172公演 155公演 

現代舞台芸術 28公演 16公演 26公演 28公演 25公演 

合計 197公演 139公演 183公演 200公演 180公演 

※令和２年度・３年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により一部の公演を中止しました。 

※令和５年度以降は、国立劇場再整備等事業の影響により、公演数が減少しています。 

 

 ③ 伝統芸能の伝承者の養成及び現代舞台芸術の実演家その他の関係者の研修  

・伝統芸能の保存振興、現代舞台芸術の振興普及を図るため、伝統芸能の伝承者の養成及び現代舞台芸

術の実演家その他の関係者の研修を実施しています。 

《伝統芸能の伝承者の現況（令和６年４月１日）》 

分野 伝承者総数 うち研修修了者 
研修修了者の 

占める割合 

歌舞伎俳優 297人 95人 32.0% 

歌舞伎音楽(竹本) 38人 33人 86.8% 

歌舞伎音楽(鳴物) 40人 15人 37.5% 

歌舞伎音楽(長唄) 45人 11人 24.4% 

大衆芸能(寄席囃子) 29人 27人 93.1% 

大衆芸能(太神楽) 23人 9人 39.1% 

能楽 365人 31人 8.5% 

文楽 85人 48人 56.5% 

組踊 244人 56人 23.0% 

《現代舞台芸術の研修修了者の就業状況（令和６年４月１日）》 

分野 研修修了者総数 うち現在従事者数 

オペラ 116人 110人 

バレエ 115人 95人 

演劇 188人 152人 

 

 ④ 伝統芸能及び現代舞台芸術に関する調査研究の実施並びに資料の収集及び活用  

・伝統芸能の公開及び現代舞台芸術の公演の充実等に資するため、調査研究並びに資料の収集及び活

用を実施しています。また、得られた成果等については、伝統芸能及び現代舞台芸術の理解と促進を

図るため、文化デジタルライブラリー等を通じて公開しています。 

《文化デジタルライブラリーアクセス件数》 

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

741,046件 1,144,067件 1,433,602件 1,389,147件 1,247,158件 

※Google Analyticsの仕様変更により、令和５年度より集計方法がユーザー数に変更されている(令

和４年度まではセッション数)。 
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 ８． 業務運営上の課題・リスク及びその対応策 
 

 （１） リスク管理の状況 

リスク管理の体制は以下のとおりです。振興会の使命及び目標の達成を阻害する要因をリスクと位置

付け、リスクの発生の防止又はリスクが発生した場合の損失の最小化を図るためにリスク管理委員会に

おいて審議しています。 

《リスク管理体制図》 

 

 

詳細につきましては、業務実績報告書又は業務方法書をご覧ください。 

 （２） 業務運営上の課題・リスク及びその対応策の状況 

振興会で発生しうる主要なリスクは以下のとおりです。 

・自己収入の減少と支出の増加により収支に影響を及ぼすこと。 

・感染症等を要因として、公演の中止、遅延、内容の変更等が生じること。 

・伝統芸能の伝承者の養成において研修生が減少すること。 

リスクに対しては、リスク管理委員会において、発生防止策、損失の最小化を図るための対策を検討し

ています。なお、新型コロナウイルス感染症対策については、特に「新型コロナウイルス感染症対策本部」

を設置して対応しています。 

 

詳細につきましては、業務実績報告書又は業務方法書をご覧ください。 

  

総括 
 
各部 

任命 
委員長        

リスク管理総括責任者 

（総務企画部担当理事） 

理事長 
委員     

リスク管理責任者 
（各部長） 

招集・主宰 

報告 

リスク管理委員会 
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 ９． 業績の適正な評価の前提情報 

令和５事業年度の振興会の各業務についてのご理解とその評価に資するため、各事業の前提となる、

主な事業スキームを示します。 

１ 文化芸術活動に対する援助 助成事業 

 

２ 伝統芸能の公開及び現代舞台芸術の公演 公演事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

日本芸術文化振興会 

振興会が設置する劇場施設

において、伝統芸能の公開及

び現代舞台芸術の公演を行

っています。 

また、これらの劇場施設を伝

統芸能の保存・振興、現代舞

台芸術の振興・普及を目的と

する事業その他の利用に供

しています。 

国立劇場 

国立演芸場 

国立能楽堂 

国立文楽劇場 

入場料収入 

解説書収入 等 

施設使用料収入 

運営費交付金 

（
施
設
維
持
管
理
等
） 

（
公
演
等
） 

国立劇場おきなわ 

新国立劇場 

業務委託費 

賛助金･協賛金 他 

施設使用料収入 

公益財団法人国立劇場おきなわ運営財団 

公益財団法人新国立劇場運営財団 

国立劇場おきなわ及び新国立

劇場に係る業務を財団に業務

委託しています。 

受託・共催収入等 

入場料収入 

解説書収入 等 

※国立劇場及び国立演芸場は再整備事業のため一旦閉

場し、以後は代替施設で主催公演を実施しています。 
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３ 日本博の運営・実施 公演事業 

 

４ 伝統芸能の伝承者の養成及び現代舞台芸術の実演家その他の関係者の研修 養成研修事業 

 

 
 

 

日本芸術文化振興会 

伝統芸能の伝承者の養成及び

現代舞台芸術の実演家その他

の関係者の研修を行っていま

す。 

・伝統芸能 

  歌舞伎俳優 

  歌舞伎音楽 

  大衆芸能 

  能楽 

  文楽 

運営費交付金 

業務委託費 

公益財団法人国立劇場おきなわ運営財団 

公益財団法人新国立劇場運営財団 

（
発
表
会
等
） 

・伝統芸能 

  組踊 

・現代舞台芸術 

  オペラ 

  バレエ 

  演劇 

国立劇場おきなわ及び新国立

劇場に係る業務を財団に業務

委託しています。 

入場料収入 等 
（
発
表
会
等
） 

入場料収入 

解説書収入 等 

寄附金 
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５ 伝統芸能及び現代舞台芸術に関する調査研究の実施並びに資料の収集及び活用 調査研究事業 

 
 

  

 

日本芸術文化振興会 

文献販売収入 等 運営費交付金 

業務委託費 

文献販売収入 等 

伝統芸能情報館 

国立演芸資料館 

国立能楽堂 

国立文楽劇場 

伝統芸能及び現代舞台芸術に関

する調査及び研究を行います。 

また、伝統芸能及び現代舞台芸

術に関する資料・情報を収集、

整理します。これらの資料等

は、展示、閲覧、講演会、刊行

物、Web その他の方法を用いて

一般の利用に供しています。 

さらに、主催公演等について、

録音、録画、写真等による記録

を作成、保存、公開しています。 

 
 

 

公益財団法人国立劇場おきなわ運営財団 

公益財団法人新国立劇場運営財団 

国立劇場おきなわ及び新国

立劇場に係る業務を財団に

業務委託しています。 

国立劇場おきなわ 

新国立劇場 

舞台美術センター 

※伝統芸能情報館及び国立演芸資料館は再整備事業のた

め一旦閉館し、一部事業を縮小して実施しています。 
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 １０． 業務の成果と使用した資源との対比 
 

 （１） 当事業年度の主な業務成果・業務実績 

 ① 文化芸術活動に対する援助  

《助成金の交付実績》 

区分 交付件数 交付額 

基金による助成 463件 716百万円 

補助金による助成 486件 15,665百万円 

外部資金による助成 5件 162百万円 

合計 954件 16,543百万円 

 

 ② 伝統芸能の公開及び現代舞台芸術の公演  

《主催公演の実施実績》 

区分 公演数 入場者数 

伝統芸能分野 155公演 382,484人 

現代舞台芸術分野 25公演 204,947人 

合計 180公演 587,431人 

《日本博2.0の採択事業》 

区分 採択件数 交付額 
来場者満足度目標値

を達成した事業件数 

来場者満足度目標値

を達成した事業割合 

委託型 37件 1,760百万円 30 件 81.1% 

補助型 11件 300百万円 9 件 81.8% 

合計 48件 2,060百万円 39 件 81.3% 

 

 ③ 伝統芸能の伝承者の養成及び現代舞台芸術の実演家その他の関係者の研修  

《養成研修の実施実績》 

区分 研修人数 うち修了者人数 

伝統芸能分野 27人 5人 

現代舞台芸術分野 60人 21人 

合計 87人 26人 

 

 ④ 伝統芸能及び現代舞台芸術に関する調査研究の実施並びに資料の収集及び活用  

区分 アクセス件数 

文化デジタルライブラリー 1,247,158件 
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《展示公開の実施実績》 

区分 来場者数 

伝統芸能分野 136,457人 

現代舞台芸術分野 4,467人 

合計 140,924人 

詳細につきましては、業務実績報告書をご覧ください。 

 

 （２） 自己評価 

（単位：百万円） 

項目 評定 
行政 

コスト 

Ⅰ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１ 文化芸術活動に対する援助 Ａ 21,782 

２ 伝統芸能の公開及び現代舞台芸術の公演 Ｂ 

14,302 
〈1〉伝統芸能分野 Ｂ 

〈2〉現代舞台芸術分野 Ｂ 

〈3〉日本博の運営・実施 Ａ 

３ 伝統芸能の伝承者の養成及び現代舞台芸術の実演家その他の関係者の研修 Ｂ 

949 （1） 伝統芸能の伝承者の養成 Ｂ 

（2） 現代舞台芸術の実演家その他の関係者の研修 Ｂ 

４ 伝統芸能及び現代舞台芸術に関する調査研究の実施並びに資料の収集及び活用 Ａ 

704 〈1〉伝統芸能分野 Ａ 

〈2〉現代舞台芸術分野 Ｂ 

Ⅱ 業務運営の効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置 Ｂ - 

Ⅲ 予算、収支計画及び資金計画 Ｂ - 

Ⅳ その他業務運営に関する重要事項 Ｂ - 

詳細につきましては、業務実績報告書等をご覧ください。 

 （３） 当中期目標期間における主務大臣による過年度の総合評定の状況 

区分 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

評定 － － － － － 

※評定の説明 

・「Ｂ」を標準とする。 

・各評価項目の業務実績と評定区分の関係は以下のとおりとする。 

Ｓ：中期目標・計画における所期の目標を量的及び質的に上回る顕著な成果が得られていると認めら

れる。 

Ａ：中期目標・計画における所期の目標を上回る成果が得られていると認められる。 

Ｂ：中期目標・計画における所期の目標を達成していると認められる。 

Ｃ：中期目標・計画における所期の目標を下回っており、改善を要する。 

Ｄ：中期目標・計画における所期の目標を下回っており､業務の廃止を含めた抜本的な改善を求める。 
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 １１． 予算と決算との対比 

（単位：百万円） 

区  分 予算額 決算額 差額理由 

収  入    

運営費交付金 11,798 11,798  

雑収入 73 64  

文化芸術振興費補助金 11,153 21,335 令和4年度事業の翌年度繰越による増 

施設整備費補助金 310 244 令和5年度事業の翌年度繰越による減 

文化資源活用事業費補助金 300 300  

コンテンツ海外展開促進・基盤強化事業費

補助金 
－ 44 

経済産業省「コンテンツ海外展開促進・基

盤強化事業」による増 

基金運用収入 162 181 運用利率が予定を上回ったことによる増 

寄附金収入 621 399 寄附金の収益化額の減 

その他の助成事業収入 ― 3 過年度事業の精算金等による増 

公演等事業収入 2,873 3,020  

公演受託事業収入 1,830 1,864  

計 29,120 39,252  

支  出    

一般管理費 2,701 1,659 
国立劇場再整備等事業関係経費の翌年度

繰越による減 

事業費 9,170 9,116  

文化芸術振興費 11,153 20,483 令和4年度事業の翌年度繰越による増 

施設整備費 310 244 令和5年度事業の翌年度繰越による減 

文化資源活用事業費 300 290  

コンテンツ海外展開促進・基盤強化事業費 － 44 
経済産業省「コンテンツ海外展開促進・基

盤強化事業」による増 

基金助成事業費 1,143 939 寄附金充当事業の減 

公演等事業費 2,973 2,782  

公演受託事業費 1,830 1,810  

計 29,580 37,367  

※各金額は単位未満四捨五入のため、合計額と一致しない場合があります。 

詳細につきましては、決算報告書をご覧ください。  
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 １２． 財務諸表、財政状態及び運営状況の法人の長による説明情報 

令和５事業年度の財務諸表について、財政状態は貸借対照表、運営状況は行政コスト計算書及び損益

計算書、財政状態及び運営状況の関係を表すものとして純資産変動計算書を作成しています。 

財政状態及び運営状況については、今般の物価高騰等の影響及び国立劇場・国立演芸場の閉場に伴い、

劇場使用料収入が減少したことなどにより、損益に影響が生じています。今後は、公演事業計画や収支に

ついて対策を講じ、様々な工夫をして劇場運営等に取り組んでまいります。 

※各表（(1)から(5)）の金額は単位未満四捨五入のため、合計額と一致しない場合があります。 

詳細につきましては、財務諸表をご覧ください。 

（１） 貸借対照表 

（単位：百万円） 

《財政状態》 

・資 産：令和５年度末の資産合計は2,446 億 3百万円で、前年度より43 億77百万円増となっていま

す。これは前年度より現金及び預金が39億3百万円増、その他流動資産が11億42百万円増、有形固

定資産が25億14百万円減、投資その他の資産が19億70百万円増となったことが主な要因です。 

・負 債：令和５年度末の負債合計は199億51百万円で、前年度より58億11百万円増となっています。

これは、前年度より未払金が5億51百万円減、その他流動負債が63億49百万円増となったことが主

な要因です。 

・利益剰余金：令和５年度末の利益剰余金合計は43億35百万円で、前年度末より1億24百万円増とな

資産の部 金額 負債の部 金額 

流動資産 23,757 流動負債 15,423 

現金・預金（＊１） 20,633 運営費交付金債務 1,069 

その他流動資産 3,124 未払金 6,019 

固定資産 220,846 その他流動負債 8,335 

有形固定資産 138,510 固定負債 4,529 

無形固定資産 608 資産見返負債 1,348 

投資その他の資産 81,728 引当金 2,173 

  退職給付引当金 2,173 

  その他固定負債 1,008 

  負債合計 19,951 

  純資産の部（＊２） 金額 

  資本金 246,553 

  政府出資金 246,553 

  資本剰余金 △ 26,236 

  資本剰余金 17,384 

  その他行政コスト累計額 △ 61,150 

  民間出えん金 17,530 

  利益剰余金 4,335 

  純資産合計 224,652 

資産合計 244,603 負債・純資産合計 244,603 
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っています。これは当期総利益が5億90百万円発生したことが主な要因です。 

・純資産：令和５年度末の純資産合計は2,246億52百万円で、前年度より14億34百万円減となってい

ます。これは、前年度より資本剰余金が14億25百万円減となったことが主な要因です。 

 （２） 行政コスト計算書 

（単位：百万円） 

事項 金額 

Ⅰ 損益計算書上の費用 37,143 

経常費用（＊３） 37,141 

臨時損失 1 

その他調整額（＊４） 0 

Ⅱ その他行政コスト（＊５） 2,184 

Ⅲ 行政コスト 39,326 

《運営状況》 

令和５年度の行政コストは、393億26百万円であり、前年度より118億44百万円増となっています。

損益計算書上の費用が 371 億 43 百万円、その他行政コストが 21 億 84 百万円です。その他行政コスト

は、主に減価償却相当額21億84百万円です。 

 （３） 損益計算書 

（単位：百万円） 

事項 金額 

経常費用 （Ａ）（＊３） 37,141 

業務費用 35,630 

人件費 2,487 

減価償却費 750 

その他 32,394 

一般管理費 1,435 

人件費 831 

減価償却費 202 

その他 402 

財務費用 11 

その他 65 

経常収益 （Ｂ） 37,264 

運営費交付金収益等 10,764 

自己収入等 5,431 

補助金等収益 20,826 

その他 244 

臨時損益 （Ｃ） 1 

その他調整額 （Ｄ）（＊４）   0 

前中期目標期間繰越積立金取崩額（Ｅ） 467 

当期総利益 （Ｂ－Ａ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ）（＊６） 590 
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《運営状況》 

・経常費用：令和５年度の経常費用は371 億 41 百万円で、前年度より120 億 89 百万円増となっていま

す。これは新規に文化芸術需要回復等助成費等を支出したことに伴い、前年度より96億8百万円増と

なったことが主な要因です。 

・経常収益：令和５年度の経常収益は372 億 64 百万円で、前年度より111 億 95 百万円増となっていま

す。これは、前年度より自己収入等が12億53百万円減、補助金等収益が136億45百万円増となった

ことが主な要因です。 

・当期総利益：令和５年度当期総利益は5億90百万円となりました。 

 （４） 純資産変動計算書 

（単位：百万円） 

事項 資本金合計 資本剰余金合計 
利益剰余金（又は

繰越欠損金）合計 
純資産合計 

当期首残高 246,685     △ 24,811   4,211 226,086 

当期変動額 △132 △ 1,425 124 △1,434 

  資本金 △132 － － △132 

その他行政コスト（＊５） － △ 2,184 － △ 2,184 

当期総利益（＊６） － － 590 590 

その他 － 758 △467 292 

当期末残高（＊２） 246,553 △ 26,236 4,335 224,652 

《財政状態と運営状況との関係》 

令和５年度末の純資産残高は、2,246億52百万円であり、前年度より14億34百万円減となっていま

す。これは、その他行政コスト（減価償却ほか）21億84百万円減、当期総利益5億90百万円となった

ことが主な要因です。 

 （５） キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円） 

事項 金額 

Ⅰ 業務活動によるキャッシュ・フロー（Ａ）  4,677 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー（Ｂ） △ 1,056 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー（Ｃ） 192 

Ⅳ 資金増加額（Ｄ＝Ａ＋Ｂ＋Ｃ）  3,813 

Ⅴ 資金期首残高（Ｅ） 16,629 

Ⅵ 資金期末残高（Ｆ＝Ｅ＋Ｄ）（＊７） 20,443 

（参考）資金期末残高と現金及び預金との関係        （単位：百万円） 

事項 金額 

資金期末残高（＊７） 20,443 

定期預金 △ 190 

現金及び預金（＊１） 20,633 
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《キャッシュ・フローの状況》 

・業務活動によるキャッシュ・フロー：令和５年度の業務活動によるキャッシュ・フローは 46 億 77 百

万円で、前年度より454億38百万円の収入減となっています。これは、投資有価証券の取得により26

億35百万円の減となり、事業活動に伴う支出が326億75百万円の減となったことが主な要因です。 

・投資活動によるキャッシュ・フロー：令和５年度の投資活動によるキャッシュ・フローは△10億56百

万円で、前年度より471億97百万円収入増となっています。これは、前年度計上した投資有価証券の

取得による支出509億98百万円が、当年度17億円となったことが主な要因です。 

・財務活動によるキャッシュ・フロー：令和５年度の財務活動によるキャッシュ・フローは1億92百万

円となり、リース債務の返済による支出が前年度より12百万円の増となっています。 

・令和５年度における資金増加額は38 億13百万円となり、期末残高は204 億 43 百万円となりました。 
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 １３． 内部統制の運用に関する情報 

内部統制の運用に関する状況は以下のとおりです。 

 ① 内部統制システムの充実  

（a） 役員会の開催 

業務の適正かつ円滑な執行を図るため、理事長、理事で構成する役員会を基本的に月２回（８月を除

く。）開催しました。なお、役員会には、監事も同席します。 

（b） 適正かつ円滑な実務の遂行 

運営に係る重要事項に関し、意見を交換し、適正かつ円滑な実務の遂行を図るため、理事長、理事及

び部長で構成する運営会議を令和５年７月から基本的に月２回（８月を除く。）開催しました。また、

メールなど、振興会の情報システムの諸機能を活用した迅速な報告、情報の共有、伝達に努めました。 

（c） 内部統制委員会の定期開催 

理事長、理事及び内部統制推進総括責任者（総務企画部長）で構成する内部統制委員会を開催し、内

部統制システムの整備状況等について審議しました。 

（d） 法務相談窓口の設置・コンプライアンス研修の実施 

顧問法律事務所に法律相談窓口を設置し、職員から直接相談できる体制を整え、法律問題に係る事務

処理の適正化を図っています。また、顧問法律事務所と連携し、職員のコンプライアンス意識の向上の

ため、コンプライアンス研修を行いました。 

 ② 監査  

（a） 監事監査 

監事は、会計経理の適正を期するとともに、業務の合理的かつ効率的な運営を図ることを目的とした

監査を行い、監査報告を理事長及び文部科学大臣に提出しました。なお、監査の結果、改善が必要と認

めるときは、理事長又は文部科学大臣に意見を提出すること、また、理事長に対して監査報告に関する

措置状況について報告を求めることができます。 

（b） 内部監査 

理事長は、監査員に命じ、業務運営の効率的な執行を図るとともに、予算執行及び会計経理の適正を

期することを目的とした内部監査を行いました。 

 

詳細につきましては、業務実績報告書又は業務方法書をご覧ください。 
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 １４． 法人の基本情報 
 

 （１） 沿革 

昭和41年 6 月27日 国立劇場法公布 

昭和41年 7 月 1 日 特殊法人国立劇場設立 

昭和41年11月 1 日 国立劇場（本館大小劇場）開場（東京都千代田区隼町） 

昭和54年 3 月22日 国立演芸資料館（国立演芸場）開場（東京都千代田区隼町） 

昭和58年 9 月15日 国立能楽堂開場（東京都渋谷区千駄ヶ谷） 

昭和59年 3 月20日 国立文楽劇場開場（大阪府大阪市中央区日本橋） 

平成 2 年 3 月30日 芸術文化振興基金設置、特殊法人日本芸術文化振興会に名称変更 

平成 9 年10月10日 新国立劇場開場（東京都渋谷区本町） 

平成 9 年11月 1 日 舞台美術センター資料館開館（千葉県銚子市豊里台） 

平成14年12月13日 独立行政法人日本芸術文化振興会法公布 

平成15年 3 月19日 伝統芸能情報館開館（東京都千代田区隼町） 

平成15年10月 1 日 独立行政法人に移行 

平成16年 1 月18日 国立劇場おきなわ開場（沖縄県浦添市勢理客） 

平成31年 4 月 1 日 日本博事務局設置 

 （２） 設立に係る根拠法 

・独立行政法人通則法（平成11年７月16日法律第103号） 

・独立行政法人日本芸術文化振興会法（平成14年12月13日法律第163号） 

 （３） 主務大臣 

文部科学大臣（文部科学省文化庁企画調整課） 
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 （４） 組織図（令和６年３月 31 日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細につきましては、業務実績報告書をご覧ください。 

 （５） 事務所（従たる事務所を含む）の所在地 

・独立行政法人日本芸術文化振興会・国立劇場（本館大小劇場）・国立演芸資料館（国立演芸場）・伝統

芸能情報館・芸術文化振興基金：〒102-8656 東京都千代田区隼町４番１号 

・国立劇場伝統芸能伝承者養成所：〒151-0052 東京都渋谷区代々木神園町３番１号 国立オリンピ

ック記念青少年総合センター内 

・国立能楽堂：〒151-0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷４丁目18番１号 

・国立文楽劇場：〒542-0073 大阪府大阪市中央区日本橋１丁目12番10号 

・国立劇場おきなわ：〒901-2122 沖縄県浦添市勢理客４丁目14番１号 

・新国立劇場：〒151-0071 東京都渋谷区本町１丁目１番１号 

・舞台美術センター資料館：〒288-0874 千葉県銚子市豊里台１丁目1044番地 

 （６） 主要な特定関連会社、関連会社及び関連公益法人等の状況 

・公益財団法人国立劇場おきなわ運営財団（組踊等沖縄伝統芸能に関する委託） 

・公益財団法人新国立劇場運営財団（現代舞台芸術に関する委託） 

・公益財団法人文楽協会（文楽等公演に関する出演依頼） 

詳細につきましては、財務諸表をご覧ください。 

  

監  事 監 事 室 

国 立 文 楽 劇 場 部 

国立劇場舞台技術部 

国立劇場調査養成部 

国 立 演 芸 場 部 

国 立 能 楽 堂 部 

 財 務 企 画 部 

新国立劇場･おきなわ部 

国 立 劇 場 制 作 部 

国 立 劇 場 営 業 部 

国立劇場再整備本部 

総 務 企 画 部 

評 議 員 会 

理 事 長 

審 議 役 

理 事 

監 査 室 

特命経営企画本部 

日 本 博 事 務 局 

基 金 部 
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 （７） 主要な財務データの経年比較 

 （単位：百万円） 

区 分 
令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

（第17期） （第18期） （第19期） （第20期） （第21期） 

経常費用 22,425 43,695 46,819 25,052 37,141 

経常収益 22,150 43,907 46,855 26,069 37,264 

当期総利益（△当期総損失） △ 275 67 35 3,880 590 

資産 244,327 259,351 242,872 240,226 244,603 

負債 18,177 34,571 19,520 14,141 19,951 

利益剰余金 228 296 331 4,211 4,335 

業務活動によるｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ 1,769 8,904 △ 5,840 50,115 4,677 

投資活動によるｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ △ 525     486 △ 141 △ 48,253 △ 1,056 

財務活動によるｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ 364 369 440 280 192 

資金期末残高 10,270 20,029 14,487 16,629 20,443 

（８） 翌事業年度に係る予算、収支計画及び資金計画 

① 予算  

 （単位：百万円） 

区  分 計画額 

収入  

運営費交付金 11,669 

雑収入 54 

文化芸術振興費補助金 11,184 

施設整備費補助金 0 

文化資源活用事業費補助金 344 

文化芸術活動基盤強化基金補助金 155 

基金運用収入 202 

寄附金収入 778 

その他の助成事業収入 0 

公演等事業収入 2,543 

公演受託事業収入 3,324 

計 30,252 

支出  

一般管理費 2,480 

事業費 9,243 

文化芸術振興費 11,184 

施設整備費 － 

文化資源活用事業費 344 
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文化芸術活動基盤強化基金事業費 155 

基金助成事業費 1,238 

公演等事業費 2,745 

公演受託事業費 3,324 

計 30,712 

 ② 収支計画  

 （単位：百万円） 

区  分 計画額 

費用の部  

国立劇場公演等事業費 10,710 

新国立劇場公演等事業費 4,287 

基金助成事業費 12,921 

一般管理費 2,697 

財務費用 8 

計 30,623 

収益の部  

運営費交付金収益 10,755 

事業収入 2,064 

受託事業収入 3,324 

財産利用収入 34 

資産見返負債戻入 606 

賞与引当金見返に係る収益 256 

退職給付引当金見返に係る収益 △37 

補助金等収益 11,682 

寄附金収益 778 

財務収益 692 

雑益 10 

計 30,163 

純利益 △460 

積立金取崩額 460 

総利益 － 

 ③ 資金計画  

 （単位：百万円） 

区  分 計画額 

資金支出 54,282 

業務活動による支出 32,416 

投資活動による支出 2,044 

財務活動による支出 253 
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翌年度への繰越金 19,569 

資金収入 54,282 

業務活動による収入 29,553 

運営費交付金による収入 10,570 

補助金による収入 11,682 

公演等事業による収入 2,543 

公演受託事業による収入 3,324 

養成事業による収入 31 

基金運用による収入 202 

その他の収入 1,201 

投資活動による収入 1,600 

施設整備費補助金による収入  

その他の収入 1,600 

財務活動による収入 500 

民間出えん金の受入による収入 500 

前年度よりの繰越金 22,629 

 

※四捨五入により単位未満を処理しているため、合計が一致しない場合があります。 

詳細につきましては、令和６年度計画をご覧ください。 
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 １５． 参考情報 
 

 （１） 要約した財務諸表の科目の説明 

科目 説明 

①貸借対照表 

現金・預金 現金、預金（一年以内に期限が到来するもの） 

その他流動資産 未収金、引当金見返、仮払金など 

有形固定資産 土地、建物、構築物、機械装置、工具器具備品など長期に亘って使用する有形の固定資産 

無形固定資産 ソフトウェア、電話加入権など長期に亘って使用する無形の固定資産 

投資その他の資産 
満期保有目的で保有する有価証券（一年以内に満期の到来しないもの）、長期性預金、敷金・

保証金など 

運営費交付金債務 運営費交付金債務のうち、未実施の部分に該当する債務残高 

未払金 一般の取引慣行として発生後短期間に支払われるもの 

その他流動負債 預り金、預り補助金等、引当金など 

資産見返負債 運営費交付金又は補助金若しくは寄附金により償却資産を取得した場合に計上される負債 

引当金 
将来の特定の費用又は損失を当期の費用又は損失として見越し計上するもので、退職給付

引当金等が該当 

政府出資金 国からの出資金であり、独立行政法人の会計上の財産的基礎となるもの 

資本剰余金 
国からの施設費や寄附金などにより取得した固定資産で、独立行政法人の会計上の財産的

基礎となるもの 

その他行政コスト累計額 政府出資財源の固定資産の減価償却相当額などの累計額 

民間出えん金 芸術文化振興基金を造成する目的で民間から出えんされた資金 

利益剰余金 独立行政法人の業務に関連し発生した剰余金の累計額 

②行政コスト計算書 

損益計算書上の費用 損益計算書における経常費用、臨時損失、法人税等 

その他行政コスト 
政府出資金や国から交付された施設費等を財源として取得した資産の減少に対応する、独

立行政法人の実質的な会計上の財産的基礎の減少の程度を表すもの 

行政コスト 

独立行政法人のアウトプットを産み出すために使用したフルコストの性格を有するととも

に、独立行政法人の業務運営に関して国民の負担に帰せられるコストの算定基礎を示す指

標としての性格を有するもの 

③損益計算書 

業務費用 独立行政法人の業務に要した費用 

一般管理費 独立行政法人の管理に要した費用 

人件費 給与、賞与、法定福利費等、職員等に要する経費 

減価償却費 固定資産の取得原価を耐用年数にわたって費用として配分する経費 

財務費用 リースの利息支払 

運営費交付金収益等 国からの運営費交付金のうち、当期の収益として認識した収益 

自己収入等 劇場入場料、劇場使用料、基金運用収入、受託事業収入など 

補助金等収益 国からの補助金のうち、当期の収益として認識したもの 

臨時損益 固定資産の除却損、貸倒引当金戻入益等が該当 

④純資産変動計算書 

当期末残高 貸借対照表の純資産の部に記載されている残高 

⑤キャッシュ・フロー計算書 

業務活動によるキャッシュ・フロー 
通常の業務の実施に係る資金の状態を表し、サービスの提供等による収入、商品又はサー

ビスの購入による支出、人件費支出等が該当 

投資活動によるキャッシュ・フロー 
将来に向けた運営基盤の確立のための投資活動に係る資金の状態を表し、固定資産や有価

証券の取得・売却等による収入・支出が該当 

財務活動によるキャッシュ・フロー リース契約に係る債務の返済による支出、民間出えん金の受入による収入などが該当 
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 （２） その他公表資料等との関係の説明 

事業報告書に関連する報告書等として、以下の報告書等を作成しています。 

 

・独立行政法人日本芸術文化振興会業務方法書 

・中期目標 

・中期計画 

・年度計画 

・業務実績報告書 

・財務諸表 

・決算報告書 

・独立行政法人日本芸術文化振興会 概要 

・独立行政法人日本芸術文化振興会 要覧 

・独立行政法人日本芸術文化振興会 ホームページ 


